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表紙 答申年月日 令和５年〇〇月〇〇日 令和５年１２月５日 

1 １．はじめに 

表の下の段落 

新たな料金体系に統一する            

              

              

             こ 

と」として   引き継いだ

が、 

新たな料金体系に統一する。

岳と岩代処理区の特定環境

保全公共下水道については、

当面現行のとおりとするこ

と」として新市に引き継いだ

が、 

3 ３．今回の下水道使用

料改定の考え方 

以下の下水道維持管理費に、

資本費を加えて算定する。  

              

              

              

        

以下の下水道維持管理費に、

資本費を加えて算定する。な

お、過去の実績については統

計処理がまとまっている令

和３年度実績を用いて算定

を行っている。 

４．本審議会での調

査・審議事項 

本審議会では、      

              

              

              

              

              

              

     

    公共下水道事業を前 

提に 

本審議会では、地域住民の

公平性を考慮すると、合併協

定項目に明記してあるとお

り、二本松と安達処理区の流

域関連公共下水道事業にお

ける使用料の統一を尊重す

べきと判断し、検討すること

とした。 

 また、公共下水道事業を前

提に 

（１）現状の下 ＜全体＞ ＜流域関連公共下水道事業＞ 

年間有収水量 年間有収水量 1,459,917 ㎥ 年間有収水量 1,459,921 ㎥ 

5 （２）調査・審議事項

（改定すべき使用料

単価・改定率）の下 

＜全体＞ ＜流域関連公共下水道事業＞ 

年間有収水量 年間有収水量 1,459,917 ㎥ 年間有収水量 1,459,921 ㎥ 
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5 今回の改定すべき使

用料単価 

今回の改定すべき使用料

単価 173.1 円／㎥ 

今回の改定すべき使用料

単価 173.11 円／㎥ 

（２）調査・審議事項

（あるべき供給単価、

改定率） 

今回の改定すべき使用料

単価が 173.1 円/㎥と試算で

きた。令和３年度の使用料単

価 147.20 円/㎥と比較すると

1.18 倍となる。 

二本松処理区の水量別の

使用料体系で算定すると、二

本松処理区を 1.22 倍とする

ことが必要となるが、市民生

活への影響を考慮して二本

松処理区において上げ幅を

1.2 倍と設定する。なお、二

本松処理区と安達処理区の

単価が大きく異なる。そのた

め、安達処理区の単価を二本

松処理区と同水準としたう

えで、上げ幅を 1.2 倍と設定

する。 

              

              

              

              

              

              

              

        ただし、一

般会計からの繰入金の縮減

を図る場合には、今後、さら

に改定の検討が必要となる。 

上記のあるべき 使用料

単価について、処理区別使用

料体系別に算定した結果は

以下のとおりである。 

上記により算定したとこ

ろ、改定すべき使用料収入は

252,725 千円となり今回の改

定 す べ き 使 用 料 単 価 が

173.11 円となった。令和３年

度の公共下水道全体の使用

料単価 147.20 円/㎥と比較す

ると 1.18 倍となる。ただし、

二本松処理区の使用料体系

に統一して算定した場合、改

定すべき使用料収入を得る

ためには 1.22 倍を超える使

用料を設定する必要がある。 

しかし、物価高騰など社会

経済情勢の背景に配慮して、

上げ幅の上限を 1.2 倍に抑え

て最終的な改定すべき収入

を設定するものと判断した。 

なお、処理区別使用料体系

別に算出した使用料単価は

上述したとおりであるが、現

状の処理区別の使用料体系

に相違があるため、安達処理

区の使用料体系を二本松処

理区の使用料体系に当ては

めて 1.2 倍とする。また、一

般会計からの繰入金の縮減

を図る場合には、今後、さら

に改定の検討が必要となる。 

上記の改定すべき使用料

単価について、処理区別使用

料体系別に算定した結果は

以下のとおりである。 

7 下段の表中  

二本松処理区 

倍率 1.2 倍 倍率 1.20 倍 
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8 ５．おわりに を検討する必要があり、   

              

              

          また、

今回、使用料改定の対象とな

らなかった岳及び岩代特定

環境保全公共下水道事業の

使用料統一についても、遠か

らず                

          検討

する必要があると考えると

ころである。 

 

を検討し、下水道事業健全経

営のための一般会計からの

基準外繰入金の縮減を図る

必要があると考える。また、

今回、使用料改定の対象とな

らなかった岳及び岩代特定

環境保全公共下水道事業の

使用料統一についても、使用

者負担の適正化・公平性を実

現するために、速やかに検討

する必要があると考えると

ころである。 

11 別紙３ 表中    下水道使用料改定の素

案  

令和５年 月 日 

   答申書案  

審議「下水道使用料改定の素

案」 

令和５年 12 月５日 

審議「答申書案」 

 


